
非探信男 ･改野俊夫

日本動物心理学会第32回大会 (1972)

3) ニホソザル実験群における社会的距離の分析

室伏靖子 ･南雲純治

日本動物心理学会節32回大会 (1972)

4) ニホソザルの継時弁別反応におよはす chlordiazep･

oxideの効果

長谷川康夫･井探允子 ･岩原倍九郎

日本心理学会約36回大会 (1972)

5) 中隔河;唱気刺激による誘発行動と自己刺故
小林博次･山中祥男･小嶋祥三

日本心理学会約36回大会 (1972)

6) .ypネズミのスキナー箱反応と弁別学習に及ぼす内

側祝拭下部破班の効果

永非洋一郎･′川持祥三 ･他

日木動物心理学会約32回大会 (1972)

7) シpネズミの視床下部磁気刺激による誘発行動と自

己刺故の関係

甘原和竹 ･山中祥男･小嶋祥三･他

日本動物心理学会節32回大会 (1972)

8) ツpネズミの activeavoidanceに及ぼす視床下部陀

仏刺故と破城の効果

山中祥男･川口 武 ･小嶋祥三 ･他

日本動物心理学会第32回大会 (1972)

社会研究部門

川村俊蔵 ･河合雅雄

東 泣･鈴木 晃

研 究 概 要

1) ニホソザルの分布諭的研究
川村俊戒 ･光 泣

mLr･庇までの研究資料のまとめ,ならびに丹沢山地そ

の他でL:千の新しい調査を行なった.

2) 堅fLLこホソザルの群れ社会の研究

1.坪山の群れな対象に,全個体の識別と個体の生活

史なぶまえて,社会変動に関する研究を行なった｡

また孤 ま, メスの恨位構造に関する研究を行なっ

た○

河合雅雄 ･森 梅代1)

2. ニホソザルのコドその遊びと社会関係

森 松 代

坤F.1Jのinfants,juvenilesを対象に,群れの全個

体のp%別と個体追跡法により,遊びに関する質的,

皿的データを収集した｡年令･性 ･血縁関係を3つ

i)教我執艮

の軸として,遊びを通じての発達と社会関係を分析

した｡

3. ポビ> レ - シ ョ ソ 分 布 , お よ び 遊 動 と環 境 要 田 に

関 す る 研 究

戎 泣

下北半島の群れを対象に,功雪地における群れの

分布のあり71-,ポビit/-シ宇ソ動態,退勤の状況

を,主として植生と地形との関連において検討し

た｡

4. 下北半島のニホソザルの社会生態学

31ミ 滋

ニホソザル自然群の遊動･食性･土地利用を,鍾

息環境の桝造,その季節的変動とサルの生活現象の

年内リズムの両側面からとらえる｡

5. ニホソザルの個体群の維持 ･生活の維持におよは

す森林施業,その他の humanimpactの膨坪

j]i- %

6. 符非県青海の群れにおいて,個体関係を時間軸,

つまり発達と因果関係をふくめて質的及び丘的に把

垣し,社会行動学的な意味を探究した｡

川村俊枕 ･披辺邦夫2)

3) 海外調査に関するもの

1. 77I)カにおける霊長燐の生態学的研死 (特別加

薬による)

鈴 木 兄

昭和47年8月6日から昭和48年6月1日まで,♂

ソザエア,ケニア,ウガソダで,泣艮Wlの生lA3.fi:帆

研究を行なった｡主としてウガソ〆のプドソゴの萩

において,チソバソジーの社会生態学研究 を行な

い,同時に数種の狭舟猿についても同校の研究を行

なった｡

2. 熱Wl降雨林における樹上性望長班の社会生lLP･.,-7:帆

研究

河合雅雄 ･束 泣

ウガソ〆の森林で行なった研究を中心に,森林性

霊長瑞の適応と社会構造について考究した｡

4) 自然保護に関する作業

川村故殺･31ミ 泣

岐阜県全域,鈴施有料道路 (継続),兵岬爪菜プ)-PJ,

神 剰 H県 班川村において自然保掛こ関する韮礎調査なら

び に 意 見具申を行なった｡

5) 凸林業に形坪を及ぼす野生獣Wlの管理に関する研究

川村俊放･戎滋･和泉剛3)･宮木雅=R4)

昨 年に引きつづき,四手非綱英を代裂者とする上記折

2)京大大学院学生

3)研修員

4)研修員
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究において,ニホソザル ･タヌキ･キツネ･ツキノワグ

マの生腰研究を行ない,凸林Ey:との関係及び生惜学的甘
理方法の･jSl死な行なった0

6) ニホソザル研究林設匠のための苅田調査坪

川村授戒 ･31王 位

野生ニホソザルの安定した研究地を確保し,共同利用

研究所として活用する計両を推進するため,これまで行

なっていた拡礎調査を硫化するとともに,関係者との問

の調整を行なったoこの結果,下北 ･木曽･屋久島の≡

研究林予定地に関してほぼ準節を整えることができたo

総 説

1) 河合雅雄 (1972):比較盟長析社会学｡バイオテク

3:407-4120

論 文

1)川村供花 (1972):台石山脈における大型嘱乳柳の
調査結果と今後の保掛こついて｡大杉谷 ･大缶ケ原

自然科学調査報告乃 (三m県自然科学研究会)pp･

131-141｡
2) 川村俊筏･他 (1972):滋賀県の自然促認一粒約 と

総括O泣rl県の自然陳述に関する調査報告 (滋空ミ

県)pp.115｡
3) 川村授戒 ･他 (1972):滋空ミ県における動物の保証｡

没粥県の自然保掛こ関する調査報告 (弦rl県).pp･

47-66｡

4) 川村俊砥 (1972):泣rt県の自然保淀に関する調査

報告祁足Yl料一粒班榊こおける大型耶乳現の分布と

その保掛こついて｡滋矢原 pp･1-9.

5) 川村俊哉 (1973):兵仲原におけるニホソザルの現

状.兵仲県の 自然の現状 (兵印県生活部自然課)

pp.95-990

6) 川村俊哉 ･他(1972):掃川村ニホソザル調査報告-

サルの生息状況および山村とサルの関係の未来像に

ついて.マカク研究会 pp.1-16.

7) 河合雅雄 (1972):森林のサルと進化.サイエソス

2:32-480
8) 刃t 滋 ･足沢il成 ･森 治 (1972)'･天然記念物下

北半仏のニホソザルおよびその吐息北限地｡緊急調

社報LBn (昭和47年皮)｡

9) 刃王 位 (1972)'･岐仏界の自然環味保全に関する調

韮報zBn(哺乳刑の部)｡岐小爪｡

学 会 発 安

1) ニホソザルのアカソポ抑こおけるあそぴと社会関係

茶 杓 代

節26回日本人机elLと全日本民族学公述令大会 (1972)

2) D_F<机とくにニホソザルの ｢て｣の使JTl

江原昭平 ･河令雅雄

節26回日本人研学会ロオこ民放学公述令大会 (1972)

3) 遊牧するニホソザルの郡れ耶近-Lllの巾でのあつま

り-

JAi- 位

卯17円ブt)マーチス研死仝 (1973)

4) 汲rl･兵押･三択V.tにおけるニホソザルの分布fIこつ

いて

川 村 供 花

雛17回ブ1)†-チス研究会 (1973)

変異研究部門

野沢 珊･江原昭苅

和m一雄 ･西郁郎迅

庄武･#.'栽

研 究 概 要

1) ニホソザル.m田の耶辺に関する放班的研兜
野沢 雄

三ホソザルにはその社会m造の叩位として那加の71-･在

が確認されている｡群れの迫伝学的'jJ'効サイズ,郡九の
関の移出入牢などは,ニホソザルJj潤 の退伝芋的m辺と
動値を支配するm変な′!ヲメーターであるo従来から苫

郡しているニホソザルの社会.生三腰'IITt的知見な利用し

て,これらパラメーターな定見的に明らかにしようとす

るものである｡

2) サルの褒自身型現象の探索と迫伝的変穴性の定爪化

野沢 謙･庄武翠衣

迫伝的多型現象の存在を明らかにし,そのWI皮分布な

もとにして,サルの鎌田の杓道と動態を統計学的にm･明

せんとするもので,現在は血液型と血液蛋白の迫伝変夕与

を明らかにすべく材料の収弟と枚索を行なっている｡

3) ニホソザルの先天的四肢奇形への迫伝学的アブt'-

チ

野 沢 謙

4) 盟F{析各分析郡の頭骨諸形質の形態学的研究

江 原 旧 畢

イ)47咋庇にひきつづき.狭舟掠各分析郡のX線陳に

ついて,gI冊の先途様式を比較分析し,一応その成

JRが和られたのでZeitschriftfurMorphologieund

AnthropoIQgieに投柄し,現在印刷中である.

t･)盟F{机各郡の琉部支持拭桝について,47年度料研

烈総合Aの分担裸皿として,研究な遂行し,X線投
鰍こ上る托料を収黙した｡現在そのX線件について
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